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Less is different. 例えば、３次元結晶を原料に固体表面上に蒸着を行うと自然

には存在しえない２次元結晶及び特有の電子状態が形成される。このように物質を小

さく、そして次元を下げていくと新物質ができる。これは表面科学の研究における醍

醐味であるが、最近では次世代の原子層デバイス技術の礎としても注目を集めている。 

 最近我々は金属単結晶表面上にホウ素を蒸着することで、ホウ素単原子シート「ボ

ロフェン」を作成した。そしてホウ素同素体として初め金属性を確認し、さらにディ

ラック電子系も発見した。この単原子ホウ素シート（β12 構造）は蜂の巣構造ではな

いにも関わらず、ディラックコーンを有し、また基板との相互作用でペアを形成する

こともわかった。さらに、我々は他の単原子ホウ素シート（χ構造）では異方的なデ

ィラックコーン（ディラックデルタコーン）を有することも発見した。これらの経験

を活かして、我々はディラックノーダルフェルミオンを有する世界初の単原子シート

「Cu2Si」も成功した。これらのディラック電子状態の理解には、固体表面上単原子層

の原子構造決定も不可欠である。今後の陽電子回折実験との展望も議論する。 

 

 
図：グラフェン、ボロフェン、Cu2Si 単原子層におけるディラック電子系 
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